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研究成果の概要（和文）：本研究では、文部科学省が2014年に開発した『外国人児童生徒のためのJSL対話型ア
セスメントDLA（Dialogic Language Assessment）』の言語能力記述文を年齢（枠）および言語能力レベル別に
作成した。これは、外国人児童生徒が日本の学校教育における学習活動の中で、言語を使用して「なにができる
か」を、年齢に応じた発達と言語能力のレベルに基づき記述したものである。また、この記述文を活用した教育
実践を複数の研究協力校で実施し、DLA実践者（評価と指導）の養成研修を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed age- and level- specific Can-Do Descriptors of 
the Dialogic Language Assessment (DLA) for Young Learners of Japanese as a Second Language developed
 by MEXT in 2014. The DLA Can-Do descriptors provide examples of what young learners can do during 
their learning activities in school education at various stages of language- and age- development. 
In addition, educational practices using the DLA Can-Do descriptors were implemented in several 
research partner schools, and training for DLA practitioners was conducted.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた知見により、外国人児童生徒の言語能力を、年齢に応じた発達段階を踏まえた上でより実態に
即した形で把握できることが期待される。すなわち、学校教育現場の教員や支援者が、外国人児童生徒の個別の
状況に応じた支援を行う上でのガイドラインとなりうる。外国人児童生徒への教育・支援のあり方が益々重要な
課題となる中、その指針を示すことは、学術的のみならず社会的にも意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
（1）本科研研究チームのメンバーが文部科学省からの事業委託（平成 22−24 年度）を受け、「外

国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA(Dialogic Language Assessment)」（以下、

DLA）を 2014 年に開発して以降、全国の学校教育現場では DLA の普及が進んでいる。同年の

文部科学省の省令改正に伴う「特別の教育課程」の設置により、外国人児童生徒への日本語指導

が制度化されたこともあり、DLA ヘの関心は急速な高まりをみせている。 
  
（2）DLA は、外国人児童生徒の四技能を一対一の対話形式で測定する対話型アセスメントで

ある。測定結果を学習参加と支援必要度との関係から段階付けした「JSL 評価参照枠」の６ステ

ージに照らし合わせて評価する。実施過程で評価者が教育的介入を行うことにより、子どもの将

来の学習可能性も評価できるといった「発達の最近接領域(ZPD)」の理論（ヴィゴツキー, 柴田

訳, 1962）にもとづくダイナミック・アセスメントとも位置付けられる。 
 
（3）一方で、DLA が評価の目安として設けた「JSL 評価参照枠」は、汎用性を目指したために

全年齢共通の記述文となっている。そのため、年齢ごとの言語発達のめやすが示されておらず、

評価の視点共有が難しい。これには、そもそも、外国人児童生徒の言語能力の実態調査が圧倒的

に不足しており、その全体像を俯瞰的に捉えることができていないという分野全体の課題も影

響している。また、DLA は対話型であるために、その実施において一定程度の専門性が必要と

され、加えて、その評価結果を指導に結びつけるための道筋も十分に示されていない。 
  
２．研究の目的 

 
本研究ではこうした背景をふまえ、DLA の改善とさらなる発展を目指し、以下の 3つを目的

として掲げた。 
 

（1）DLA を用いた外国人児童生徒の言語能力の実態把握 
（2）実態調査に基づく JSL 評価参照枠の年齢別言語能力記述文の作成 
（3）JSL 評価参照枠のステージに沿った指導方法の提案と教育現場への還元 
 
３．研究の方法 

 
（1）外国人児童生徒の言語能力の実態把握については、DLA による言語能力の横断・縦断調査

を実施し、入国年齢と滞日期間、母語力、そして学校の在籍クラスでの学習活動への参加状況と

の関係の中で、日本語能力の特徴を明らかにし、全体的傾向を把握する。 
 
（2）JSL 評価参照枠の年齢別言語能力記述文の作成では、年齢による発達の違いと習得段階に

よる特徴を明らかにするために、年齢（枠）・ステージごとの言語的特徴を技能別、観点別に質

的に抽出し、記述する。 
 
（3）研究協力校における教育実践を通して、ステージまたは年齢（枠）別に効果的な指導・支

援方法を提案するとともに、以上の結果を踏まえた DLA 実践者（評価者と指導者）養成研修を

行う。 
 

４．研究成果 

 

（1）四技能のうち「話す」、「聴く」、「読む」の実態把握に関しては、「話す」145データ（表１）、

「聴く」95データ（表２）、「読む」319データ（表３）を収集し、分析を進め、年齢（枠）別の

言語能力記述文の試案を作成した。「書く」については、日本語母語話者児童 162名の作文デー

タを分析し、年齢別の作文使用語彙の質的特徴を明らかにした。ただし、新型コロナ感染症拡大

による調査活動の制限も影響し、DLA で対象としている学校教育で扱われる作文のジャンル（日

記文、紹介・報告文、意見文、批評文）ごとの外国人児童生徒の作文データが十分に揃わなかっ

たため、言語能力記述文の作成は今後の課題とした。 
 



 

 

 

表１：「話す」のデータ分布     表２：「聴く」のデータ分布    表３：「読む」のデータ分布 

 
 
 
     
 
 
 
          

表１、表２、表３に示した DLAデータを文字化し、「話す」は 1）話の内容・まとまり、2）
文・段落の質、3）文法的正確度、4）語彙、5）発音・流暢度、6）話す態度、「聴く」は 1）
聴解力、2）語彙、3）聴解行動、「読む」は 1）読解力、2）音読行動、3）読書行動、4）語彙・

漢字、5）読書習慣・興味・態度の観点から量的・質的分析を行った上で、年齢（枠）×6 ステ

ージの特徴を探索的に記述した。紙幅の都合により、例として「読む」の小学 2 年生のステージ

3 の言語能力記述文のみを提示する（資料 1）。 
 

資料 1：DLA 読むの小学２年生ステージ３の言語能力記述文（案） 

 
 「読む」の研究成果は研究業績に挙げた櫻井（2018）、「話す」の結果の基礎調査の部分は真嶋

他（2019）の著書で公開した。記述文作成に至る観点別の量的・分析の結果についてはこれらを

参照されたい。「話す」（真嶋・伊澤担当）と「聴く」（小林担当）の言語能力記述文（試案）の

全容については 2021 年度に公開予定である。 
 
（2）複数の研究協力校（広島、兵庫、大阪、愛知、神奈川）において、この言語能力記述文（試

案）を活用してステージ判定を行った後、日本語の習得状況に合わせた教育実践を実施した。具

体的には、日本語力のステージ１から２前半のテーマ・トピック別カリキュラム、ステージ２後

半からステージ 3 の JSLカリキュラムの授業、ステージ４以上の在籍学級でのユニバーサルデ

ザイン授業である。また、ステージ３から４の児童生徒には DLA＜読む＞を活用した二言語で

の読書力育成プログラムを導入、母語のステージが４以上の生徒には母語での先行学習の実践

を行った。これら実践に関しては、研究業績に記載の論文・発表等で報告した。 
 
（3）DLA 実践者（評価者と指導者）養成研修については、全国の学校教育現場や教育委員会か

らの要請に応えつつ、各年 30〜40回程度継続して行っている。こうした DLA の普及に伴い、

母語での DLA 実施の要望も増加傾向にあるため、最終年度はベトナム語、ロシア語、フィリピ

ン語の DLA の翻訳とこれらの言語の DLA 実施者の養成も行った。 
 
（4）今回、試案として作成した「話す」「聴く」「読む」の言語能力記述文の妥当性検証と「書

く」の記述文の作成、そして、外国人児童生徒の母語の言語能力記述文の作成については、本研

究の発展的研究課題として取り組む「基盤研究(B) 21H00538」により実施予定である。 
 

＜引用文献＞ 
① ヴィゴツキー, L.（1962/2001）柴田義松（訳）『新訳版思考と言語』新読書社 
② 文部科学省（2014）『外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA』 
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S6 0 0 0 0 3 2 5 
S5 6 3 7 0 12 8 36 
S4 22 4 16 2 13 4 61 
S3 13 2 4 2 0 3 24 
S2 6 1 3 5 1 0 16 
S1 1 0 0 2 0 0 3 
計 48 10 30 11 29 17 145 

聴 
小
1 

小
2 

小
3 

小
4 

小
5 

小
6 計 

S6 1 0 0 3 0 2 6 
S5 3 1 3 4 3 2 16 
S4 4 5 8 6 5 4 32 
S3 9 8 5 1 5 6 34 
S2 1 0 0 0 2 2 5 
S1 1 0 0 0 1 0 2 
計 19 14 16 14 16 16 95 

読 
小
1 

小
2 

小
3,4 

小
5,6 

中
学 

計 

S6 1 0 6 5 6 18 
S5 2 3 13 11 4 33 
S4 32 13 29 20 6 100 
S3 26 16 55 38 5 140 
S2 7 3 5 3 3 21 
S1 3 3 1 0 0 7 
計 71 38 109 77 24 319 

読解力 

興味のある短くとても簡単なまとまりのある本や文章（ストーリー展開のある絵本やごく短い物語

や、身の回りのテーマのごく短い説明文（写真の多い本）などを読んで、 
□大事な内容をおおまかに理解し、話すことができる 
□好きな場面について、簡単な感想を話すことができる  

音読行動 □文節で区切りながら、ゆっくりでも安定した速さで音読できる 
（一分間に 120～130 拍程度が目安） 

読書行動 □挿絵から話の流れを推測することができる 

語彙・漢字 □文章中に出てくる小学１年生レベルの漢字がいくつか読める  
□日常的な語彙（例：小学１年生上の教科書レベルの語彙）の意味をだいたい理解できる 

 読書習慣・

興味・態度 

□興味のある短くとても簡単なまとまりのある本や文章（ストーリー展開のある絵本や 
ごく短い物語や、身の回りのテーマのごく短い説明文（写真の多い本）などを進んで手に取って、

読む習慣がある 
□読んでもらうための本を、楽しみながら選ぶことができる  
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